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このドキュメントの使用法

■ 概要 – Oracle Solaris オペレーティングシステムでサポートされているネットワーク
サービスの概要を示します。

■ 対象読者 – システム管理者。
■ 前提知識 – ネットワーク管理の基本的なスキルと一部の高度なスキル。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=E62101-01 で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお聞かせください。
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

ネットワークサービスの紹介

この章では、Oracle Solaris 11.3 でネットワークサービスを管理するために使用される
主要なタスクのリストを示します。

Oracle Solaris 11.3 のネットワークサービス

主要なタスクのリストを表示するには、次のネットワークサービスのいずれかを選択
します。

■ LDAP – Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) サービスを使用すると、分散
ネームサービスのディレクトリサーバーにアクセスできます。

■ DNS および NIS – ドメインネームシステム (DNS) サービスを使用すると、システ
ムがホスト名に対する IP アドレスおよび IP アドレスに対するホスト名を参照でき
ます。ネットワーク情報システム (NIS) サービスを使用すると、マシンの名前とア
ドレス、ユーザー、およびネットワークサービスなどのネットワーク情報を管理で
きます。

■ DHCP および IPQoS – 動的ホスト構成プロトコル (DHCP) サービスを使用すると、
システムによって自動的にネットワークを構成できます。IP サービス品質 (IPQoS)
サービスを使用すると、優先順位付け、管理、およびネットワークアカウンティン
グ統計の収集を行うことができます。

■ NFS – ネットワークファイルシステム (NFS) サービスを使用すると、ネットワーク
経由でファイルシステムにアクセスできます。

■ SMB – Server Message Block (SMB) サービスを使用すると、Oracle Solaris システム
と Windows システムの間でファイルを共有できます。

■ NTP および PTP – Network Time Protocol (NTP) および Precision Time Protocol (PTP)
サービスを使用すると、ネットワーク内のシステムクロックを同期できます。

■ sendmail – sendmail サービスを使用すると、電子メールサービスを設定および維持
できます。

■ FTP – ファイル転送プロトコル (FTP) サービスを使用すると、ネットワークを介し
て 2 つのシステム間でファイルを転送できます。

■ UUCP および PPP – Point-to-Point Protocol (PPP) サービスを使用すると、物理的
に離れた場所にある 2 つのシステムが互いに通信できます。UNIX-to-UNIX CoPy
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LDAP サービスを管理するための主要なタスク

(UUCP) サービスを使用すると、物理的に離れた場所にある 2 つのシステムが互い
にファイルを転送したりメールを交換したりできます。

■ SLP – サービスロケーションプロトコル (SLP) は、ネットワーク内でネットワーク
サービスを検出したりプロビジョニングしたりするためのフレームワークを提供し
ます。

LDAP サービスを管理するための主要なタスク

次のタスクを使用すると LDAP サービスを管理できます。

■ LDAP ネームサービス用に Oracle Directory Server Enterprise Edition を構成しま
す。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作
業: LDAP』 の 「LDAP ネームサービスを使用するように Oracle Directory Server
Enterprise Edition を構成する方法」を参照してください。

■ LDAP サーバーにデータを移入します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリ
サービスとネームサービスでの作業: LDAP』 の 「LDAP サーバーへのデータの移
入」を参照してください。

■ 追加プロファイルを使用してディレクトリサーバーを生成します。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業:
LDAP』 の 「ディレクトリサーバーに追加プロファイルを移入する方法」を参照
してください。

■ 次のタスクを使用すると LDAP クライアントを管理できます。
■ LDAP クライアントを初期化します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクト

リサービスとネームサービスでの作業: LDAP』 の 「LDAP クライアントの初期
化」を参照してください。

■ LDAP クライアント構成を変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレク
トリサービスとネームサービスでの作業: LDAP』 の 「LDAP クライアント構成
の変更」を参照してください。

■ LDAP クライアントを初期化解除します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレ
クトリサービスとネームサービスでの作業: LDAP』 の 「LDAP クライアントの
初期化解除」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると、LDAP クライアントのステータスをモニターできます。
■ ldap_cachemgr デーモンが実行中であることを確認します。詳細は、『Oracle

Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: LDAP』 の
「ldap_cachemgr デーモンのステータスの確認」を参照してください。

■ 現在のプロファイル情報を確認します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレク
トリサービスとネームサービスでの作業: LDAP』 の 「クライアントプロファ
イル情報の確認」を参照してください。
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DNS および NIS サービスを管理するための主要なタスク

■ 基本的なクライアント/サーバー間通信を検証します。詳細は、『Oracle Solaris
11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: LDAP』 の 「基本的な
クライアント/サーバー間通信の検証」を参照してください。

■ クライアント以外のマシンからの LDAP サーバーデータの確認。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業:
LDAP』 の 「クライアント以外のマシンからの LDAP サーバーデータの確認」.
を参照してください。

■ NIS から LDAP への移行。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービスと
ネームサービスでの作業: LDAP』 の 「NIS から LDAP への移行タスクマップ」を
参照してください。

DNS および NIS サービスを管理するための主要なタスク

次のタスクを使用すると、DNS および NIS サービスを管理できます。

■ 次のタスクを使用すると、ネームサービススイッチを構成できます。
■ データベースのソースを変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクト

リサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「データベースのソー
スを変更する方法」を参照してください。

■ データベースの検索条件を構成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレク
トリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「データベースの検
索条件を構成する方法」を参照してください。

■ すべてのネームデータベースのソースを変更します。詳細は、『Oracle Solaris
11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「すべ
てのネームデータベースのソースを変更する方法」を参照してください。

■ 従来の nsswitch.conf ファイルを使用します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3
ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「レガシー
nsswitch.conf ファイルの使用方法」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると、DNS サーバーおよびクライアントサービスを管理でき
ます。
■ DNS パッケージをインストールします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレク

トリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「DNS パッケージを
インストールする方法」を参照してください。

■ DNS サーバーを構成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービ
スとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「DNS サーバーを構成する方
法」を参照してください。

■ DNS サーバーデーモンのリモート制御アクセスの構成ファイルを作成します。
詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業:
DNS と NIS』 の 「rndc.conf ファイルを作成する方法」を参照してください。
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DNS および NIS サービスを管理するための主要なタスク

■ DNS サービスを代替ユーザーとして実行します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3
ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「DNS サー
ビスを代替ユーザーとして実行する方法」を参照してください。

■ DNS クライアントを有効にします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリ
サービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「DNS クライアントを有
効にする方法」を参照してください。

■ DNS 構成を確認します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービス
とネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「DNS 構成の変更を検証する方
法」を参照してください。

■ マルチキャスト DNS および DNS サービス検出を有効にします。詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の
「mDNS および DNS サービス検出を有効にする方法」を参照してください。

■ Oracle Solaris Active Directory クライアントを設定するために、nss_ad モジュール
を構成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービ
スでの作業: DNS と NIS』 の 「nss_ad モジュールを構成する方法」を参照してく
ださい。

■ 次のタスクを使用すると、NIS サービスを設定および構成できます。
■ マスターサーバーを準備します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリ

サービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「マスターサーバーの準
備 (タスクマップ)」を参照してください。

■ NIS サーバー上の NIS サービスを起動および停止します。詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の
「NIS サーバー上の NIS サービスの起動と停止 (タスクマップ)」を参照してく
ださい。

■ NIS スレーブサーバーを設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクト
リサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「NIS スレーブサー
バーの設定 (タスクマップ)」を参照してください。

■ NIS クライアントを管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリ
サービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「NIS クライアントの管
理 (タスクマップ)」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると NIS サービスを管理できます。
■ NIS ドメインに新しい NIS ユーザーを追加します。詳細は、『Oracle Solaris

11.3 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「NIS
ドメインに新しい NIS ユーザーを追加する方法」を参照してください。

■ NIS マップのマスターサーバーを変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3
ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「マップの
マスターサーバーを変更する方法」を参照してください。

■ 構成ファイルを変更して、セキュリティーおよびサポートされるマップの情
報を更新します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリサービスとネーム
サービスでの作業: DNS と NIS』 の 「構成ファイルを更新する方法」を参照し
てください。
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DHCP および IPQoS サービスを管理するための主要なタスク

■ Makefile エントリを変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリ
サービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「特定のデータベースを
使用するように /var/yp/Makefile を変更する方法」を参照してください。

■ 既存マップの更新と変更を行います。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクト
リサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「デフォルトセットに
付いているマップを更新する方法」を参照してください。

■ NIS サーバーを操作して NIS 構成を変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3
ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「NIS と
DNS を使用してマシンのホスト名とアドレスの検索を構成する方法」を参照し
てください。

■ 次の情報を使用して NIS をトラブルシューティングできます。
■ 1 台の NIS クライアントに影響する問題。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレ

クトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「単一の NIS クラ
イアントに影響する問題」を参照してください。

■ NIS クライアントに影響する問題詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ディレクトリ
サービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS』 の 「複数の NIS クライアン
トに影響する問題」を参照してください。

DHCP および IPQoS サービスを管理するための主要なタスク

■ 次のタスクを使用すると DHCP サービスを管理できます。
■ ユーザーに DHCP コマンドへのアクセス権を付与します。詳細は、『Oracle

Solaris 11.3 での DHCP の作業』 の 「ユーザーに DHCP コマンドへのアクセス
権を付与する方法」を参照してください。

■ ISC DHCP サーバーを構成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP の
作業』 の 「ISC DHCP サーバーを構成する方法」を参照してください。

■ DHCP サービスの構成を変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP
の作業』 の 「DHCP サービスの構成を変更する方法」を参照してください。

■ DHCP クライアントを有効にします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP
の作業』 の 「DHCP クライアントを有効にする方法」を参照してください。

■ DHCP クライアントを無効にします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP
の作業』 の 「DHCP クライアントを無効にする方法」を参照してください。

■ DHCPv4 クライアントが特定のホスト名を要求できるようにします。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 での DHCP の作業』 の 「DHCPv4 クライアントが特定
のホスト名を要求できるようにする方法」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると IPQoS サービスを管理できます。
■ QoS ポリシーを計画します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での IP サービス品質

の管理』 の 「QoS ポリシーの計画のタスクマップ」を参照してください。
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NFS サービスを管理するための主要なタスク

■ IPQoS 構成ファイル内で QoS ポリシーを定義します。詳細は、『Oracle Solaris
11.3 での IP サービス品質の管理』 の 「QoS ポリシーの定義のタスクマッ
プ」を参照してください。

■ IPQoS を管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での IP サービス品質の管
理』 の 「IPQoS の管理」を参照してください。

■ フローアカウンティングを設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での IP
サービス品質の管理』 の 「フローアカウンティングデータ用のファイルを作成
する方法」を参照してください。

NFS サービスを管理するための主要なタスク

次のタスクを使用すると、ネットワークファイルシステムを管理できます。

■ NFS サービスを設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークファイ
ルシステムの管理』 の 「NFS サービスの設定」を参照してください。

■ NFS ファイルシステムをマウントします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネッ
トワークファイルシステムの管理』 の 「ファイルシステムマウントのタスクマッ
プ」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると、ファイルシステムの自動共有を管理できます。
■ ファイルシステムの自動共有を設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での

ネットワークファイルシステムの管理』 の 「ファイルシステム自動共有を設定
する方法」を参照してください。

■ ファイルシステムの自動共有を管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
ネットワークファイルシステムの管理』 の 「autofs 管理」を参照してくださ
い。

■ Secure NFS システムを管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク
ファイルシステムの管理』 の 「DH 認証を使用して Secure NFS 環境を設定する方
法」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると、NFS リフェラルを管理できます。
■ 複数の NFS Version 4 サーバーに接続するために、NFS リフェラルを作成して

そこにアクセスします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークファイ
ルシステムの管理』 の 「NFS リフェラルの作成とアクセスの方法」を参照し
てください。

■ NFS リフェラルを削除します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク
ファイルシステムの管理』 の 「NFS リフェラルを削除する方法」を参照して
ください。

■ 次のタスクを使用すると、Federated file system (FedFS) を管理できます。
■ 名前空間データベース (NSDB) を作成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 で

のネットワークファイルシステムの管理』 の 「名前空間データベースの作成方
法」を参照してください。
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SMB と Windows の相互運用性を管理するための主要なタスク

■ NSDB へのセキュアな接続を使用します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
ネットワークファイルシステムの管理』 の 「NSDB へのセキュアな接続を使用
する方法」を参照してください。

■ FedFS リフェラルを作成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワー
クファイルシステムの管理』 の 「FedFS リフェラルを作成する方法」を参照し
てください。

■ 次の情報を使用して、NFS および autofs をトラブルシューティングできます。
■ NFS クライアントの接続性の問題を確認します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3

でのネットワークファイルシステムの管理』 の 「NFS クライアントの接続性
を確認する方法」を参照してください。

■ NFS サーバーをリモートで確認します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネッ
トワークファイルシステムの管理』 の 「NFS サーバーをリモートで確認する
方法」を参照してください。

■ サーバーで NFS サービスを確認します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネッ
トワークファイルシステムの管理』 の 「サーバーで NFS サービスを確認する
方法」を参照してください。

■ mount コマンドに使用されたオプションを確認します。詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 でのネットワークファイルシステムの管理』 の 「mount コマンドで
使用されたオプションを確認する方法」を参照してください。

■ NFS のエラーメッセージの説明と解決方法。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
ネットワークファイルシステムの管理』 の 「NFS エラーメッセージ」を参照
してください。

■ Autofs のエラーメッセージの説明と解決方法。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 で
のネットワークファイルシステムの管理』 の 「autofs のトラブルシューティン
グ」を参照してください。

SMB と Windows の相互運用性を管理するための主要なタスク

次のタスクを使用すると SMB サービスを管理できます。

■ 次のタスクを使用すると、ID マッピング戦略を作成できます。
■ ユーザーおよびグループに対するディレクトリベースの名前マッピングを管

理します。詳細は、『Managing SMB File Sharing and Windows Interoperability in
Oracle Solaris 11.3』 の 「Managing Directory-Based Name Mapping for Users and
Groups」を参照してください。

■ UNIX 用の ID 管理を使用して、ディレクトリベースの ID マッピングを管理
します。詳細は、『Managing SMB File Sharing and Windows Interoperability in
Oracle Solaris 11.3』 の 「Managing Directory-Based Identity Mapping by Using
Identity Management for UNIX」を参照してください。
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ネットワークキャッシングおよび時間関連のサービスを管理するための主要なタスク

■ ユーザーおよびグループに対するルールベースの ID マッピングの管理。詳細
は、『Managing SMB File Sharing and Windows Interoperability in Oracle Solaris
11.3』 の 「Managing Rule-Based Identity Mapping for Users and Groups」を参照し
てください。

■ samba サービスを無効にします。詳細は、『Managing SMB File Sharing and
Windows Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「How to Disable the Samba
Service」を参照してください。

■ SMB サーバーの操作モードを構成します。詳細は、『Managing SMB File Sharing
and Windows Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「Configuring the SMB Server
Operation Mode」を参照してください。

■ SMB 共有を管理します。詳細は、『Managing SMB File Sharing and Windows
Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「Managing SMB Shares (Task Map)」を参照
してください。

■ SMB グループを管理します。詳細は、『Managing SMB File Sharing and Windows
Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「Managing SMB Groups」を参照してくだ
さい。

■ WINS サービスを構成します。詳細は、『Managing SMB File Sharing and Windows
Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「How to Configure WINS」を参照してくだ
さい。

■ SMB 印刷サービスを構成します。詳細は、『Managing SMB File Sharing and
Windows Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「How to Enable the SMB Print
Service」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると SMB マウントを管理できます。
■ ローカル環境で SMB マウントを管理します。詳細は、『Managing SMB File

Sharing and Windows Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「Managing SMB
Mounts in Your Local Environment」を参照してください。

■ グローバル環境で SMB マウントを管理します。詳細は、『Managing SMB File
Sharing and Windows Interoperability in Oracle Solaris 11.3』 の 「Managing SMB
Mounts in the Global Environment」を参照してください。

ネットワークキャッシングおよび時間関連のサービスを管理す
るための主要なタスク

ネットワークキャッシングおよび時間関連のサービスを管理するための次のタスクを
使用できます。

■ 次のタスクを使用すると、ネットワークキャッシングを管理できます。
■ Web ページのキャッシングを有効にします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での

クロック同期と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの拡張』
の 「Web ページのキャッシングを有効にする方法」を参照してください。
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ネットワークキャッシングおよび時間関連のサービスを管理するための主要なタスク

■ Web ページのキャッシングを無効にします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
クロック同期と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの拡張』
の 「Web ページのキャッシングを無効にする方法」を参照してください。

■ Network Cache Accelerator (NCA) のロギングを有効または無効にします。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのクロック同期と Web キャッシュを使用したシス
テムパフォーマンスの拡張』 の 「NCA ロギングを有効または無効にする方
法」を参照してください。

■ NCA 用のソケットユーティリティーライブラリをロードします。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのクロック同期と Web キャッシュを使用したシステ
ムパフォーマンスの拡張』 の 「NCA 用のソケットユーティリティーライブラ
リのロード」を参照してください。

■ NCA サービスに新しいポートを追加します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
クロック同期と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの拡張』
の 「NCA サービスに新しいポートを追加する方法」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると NTP を管理できます。
■ Oracle Solaris システムで NTP を設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での

クロック同期と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの拡張』
の 「Oracle Solaris システム上で NTP を設定する方法」を参照してください。

■ NTP ロギングを有効にします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのクロック同期
と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの拡張』 の 「NTP ロギ
ングを有効にする方法」を参照してください。

■ NTP サービスに関連する SMF プロパティーを表示します。詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 でのクロック同期と Web キャッシュを使用したシステムパフォー
マンスの拡張』 の 「NTP サービスに関連する SMF プロパティーを表示する方
法」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると PTP を管理できます。
■ インタフェースを PTP マスターとして設定します。詳細は、『Oracle Solaris

11.3 でのクロック同期と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの
拡張』 の 「インタフェースを PTP マスターとして設定する方法」を参照して
ください。

■ インタフェースを PTP スレーブとして設定します。詳細は、『Oracle Solaris
11.3 でのクロック同期と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの
拡張』 の 「インタフェースを PTP スレーブとして設定する方法」を参照して
ください。

■ PTP サービスを有効にすると、NIC で PTP ハードウェアを使用できます。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのクロック同期と Web キャッシュを使用したシス
テムパフォーマンスの拡張』 の 「NIC で PTP ハードウェアを使用するために
PTP サービスを有効にする方法」を参照してください。

■ PTP ロギングを有効にします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのクロック同期
と Web キャッシュを使用したシステムパフォーマンスの拡張』 の 「PTP ロギ
ングを有効にする方法」を参照してください。

第 1 章 ネットワークサービスの紹介 17

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-13
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-13
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-13
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-19
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-19
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-19
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-36
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-36
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-36
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-49
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-49
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPnca-49
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPtime-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPtime-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPtime-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPtime-10
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPtime-10
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPtime-10
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgnvjo
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgnvjo
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgnvjo
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgnvjo
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntop
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntop
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntop
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntmy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntmy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntmy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntll
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntll
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntll
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntmi
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntmi
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=SVNTPgntmi


sendmail サービスを管理するための主要なタスク

sendmail サービスを管理するための主要なタスク

次のタスクを使用すると sendmail サービスを管理できます。

■ メールサービスを設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での sendmail サービ
スの管理』 の 「メールサービスを設定する」を参照してください。

■ sendmail 構成を変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での sendmail サービス
の管理』 の 「sendmail 構成の変更のタスクマップ」を参照してください。

■ メール別名ファイルを管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での sendmail
サービスの管理』 の 「メール別名ファイルの管理のタスクマップ」を参照してく
ださい。

■ キューディレクトリを管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での sendmail
サービスの管理』 の 「キューディレクトリの管理のタスクマップ」を参照してく
ださい。

■ .forward ファイルを管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での sendmail サー
ビスの管理』 の 「.forward ファイルの管理のタスクマップ」を参照してくださ
い。

■ メールサービスをトラブルシューティングします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 で
の sendmail サービスの管理』 の 「メールサービスのトラブルシューティング手順
とヒントのタスクマップ」を参照してください。

リモートシステムを管理するための主要なタスク

次のタスクを使用すると、2 つのシステム間のファイル転送を管理できます。

■ SMF を使用して FTP サーバーを起動します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのリ
モートシステムの管理』 の 「SMF を使用して FTP サーバーを起動する方法」を参
照してください。

■ SMF を使用して FTP サーバーを停止します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのリ
モートシステムの管理』 の 「SMF を使用して FTP サーバーを停止する方法」を参
照してください。

■ FTP 接続を停止します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのリモートシステムの管
理』 の 「FTP 接続を停止する方法」を参照してください。

■ FTP サービスの構成を変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのリモートシス
テムの管理』 の 「ProFTPD 構成を変更する方法」を参照してください。

■ Secure Shell (ssh) を使用してリモートシステムにアクセスします。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのリモートシステムの管理』 の 「Secure Shell を使用し
たリモートシステムへのアクセス」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると、ローカルシステムとリモートシステム間で sftp を使用
してファイルを転送できます。
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UUCP および PPP を使用してシリアルネットワークを管理するための主要なタスク

■ リモートシステムへの sftp 接続をオープンおよびクローズします。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのリモートシステムの管理』 の 「リモートシステム
への sftp 接続をオープンおよびクローズする方法」を参照してください。

■ リモートシステムからファイルをコピーします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3
でのリモートシステムの管理』 の 「リモートシステムからファイルをコピーす
る方法 (sftp)」を参照してください。

■ リモートシステムにファイルをコピーします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 で
のリモートシステムの管理』 の 「ファイルをリモートシステムにコピーする方
法 (sftp)」を参照してください。

■ scp コマンドを使用してリモートシステム間でファイルを転送します。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのリモートシステムの管理』 の 「scp コマンドによるリ
モートコピー」を参照してください。

UUCP および PPP を使用してシリアルネットワークを管理す
るための主要なタスク

次のタスクを使用すると、UUCP および PPP サービスを管理できます。

■ ダイアルアップ PPP リンクを設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での UUCP
および PPP を使用したシリアルネットワークの管理』 の 「ダイアルアップの PPP
リンクを設定する主なタスク (タスクマップ)」を参照してください。

■ 専用回線 PPP リンクを設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での UUCP お
よび PPP を使用したシリアルネットワークの管理』 の 「専用回線の設定 (タスク
マップ)」を参照してください。

■ PPP 認証を設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での UUCP および PPP を使
用したシリアルネットワークの管理』 の 「PPP 認証の構成 (タスクマップ)」を参
照してください。

■ PPP over Ethernet (PPPoE) トンネルを設定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 で
の UUCP および PPP を使用したシリアルネットワークの管理』 の 「PPPoE トンネ
ル設定の主なタスク (タスクマップ)」を参照してください。

■ PPP および PPPoE に関連する問題をトラブルシューティングします。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 での UUCP および PPP を使用したシリアルネットワーク
の管理』 の 「PPP 問題の解決 (タスクマップ)」を参照してください。

■ UUCP を管理します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での UUCP および PPP を使用
したシリアルネットワークの管理』 の 「UUCP 管理 (タスクマップ)」を参照して
ください。

■ 次のタスクを使用すると UUCP をトラブルシューティングできます。
■ 障害のあるモデムを確認します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での UUCP およ

び PPP を使用したシリアルネットワークの管理』 の 「モデムまたは ACU の障
害確認方法」を参照してください。
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サービスロケーションプロトコルサービスを管理するための主要なタスク

■ 転送をデバッグします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での UUCP および PPP を
使用したシリアルネットワークの管理』 の 「送信に関するデバッグ方法」を参
照してください。

サービスロケーションプロトコルサービスを管理するための主
要なタスク

次のタスクを使用すると SLP サービスを管理できます。

■ snoop コマンドを使用して、SLP メッセージのトラフィックをモニターします。詳
細は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管理』
の 「snoop を使用して SLP トレースを実行する方法」を参照してください。

■ ネットワークの輻輳を軽減するために SLP プロパティーを構成します。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管理』
の 「SLP 構成の変更方法」を参照してください。

■ 次の手順を使用して、ディレクトリエージェント (DA) のアクセスと検出頻度を変
更できます。
■ ユーザーエージェント (UA) とサービスエージェント (SA) を、静的に構成され

た DA に限定します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーション
プロトコルサービスの管理』 の 「UA と SA を静的に構成された DA に限定す
る方法」を参照してください。

■ ダイアルアップネットワークに対する DA 検出を構成します。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管
理』 の 「ダイアルアップネットワークに対する DA 検出の構成方法」を参照し
てください。

■ 頻繁なパーティション分割に対する DA のハートビートを構成します。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管
理』 の 「頻繁なパーティション分割に対して DA のハートビートを構成する方
法」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると、さまざまなネットワークメディア、トポロジ、または構
成に対応できます。
■ SA 再登録を削減します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーショ

ンプロトコルサービスの管理』 の 「SA 再登録を削減する方法」を参照してく
ださい。

■ マルチキャストの有効期限プロパティーを構成します。詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管理』 の 「マル
チキャストの有効期限プロパティーの構成方法」を参照してください。

■ パケットサイズを構成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロ
ケーションプロトコルサービスの管理』 の 「パケットサイズの構成方法」を参
照してください。
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サービスロケーションプロトコルサービスを管理するための主要なタスク

■ ブロードキャスト専用ルーティングを構成します。詳細は、『Oracle Solaris
11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管理』 の 「ブロードキャ
スト専用ルーティングの構成方法」を参照してください。

■ 次のタスクを使用すると、SLP 検出要求のタイムアウトを変更できます。
■ デフォルトのタイムアウトを変更します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での

サービスロケーションプロトコルサービスの管理』 の 「デフォルトのタイムア
ウトの変更方法」を参照してください。

■ ランダム待ち時間の上限を構成します。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのサー
ビスロケーションプロトコルサービスの管理』 の 「ランダム待ち時間の上限の
構成方法」を参照してください。

■ スコープを配備して、サービス通知へのアクセスを管理します。詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管理』 の 「スコープ
の構成方法」を参照してください。

■ DA を配備して、マルチキャストトラフィックの量を削減します。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管理』
の 「DA を配置する方法」を参照してください。

■ レガシーサービスを通知するために SLP プロキシ登録を有効にします。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのサービスロケーションプロトコルサービスの管理』
の 「SLP プロキシ登録を有効にする方法」を参照してください。
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